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は じ め に
臨時教育審議会は,教 育改革に関する最終答申をまとめ,昭 和62年8月7日 に提出され,そ
の内容が公表された。
この最終答申は,こ れまでに提言してきた一次,二 次,三 次の答申内容を整理 し,21世 紀に
向けての教育改革を推進する重要な観点として 「個性重視の原則」 「生涯学習体系への移行」
「変化への対応」を強調している。
今次の教育改革は,教 育基本法の精神にのつとって進められ るものであるとし,教 育改革に
1)
関する第一次答申の 「第一部 教育改革の基本方向,第 四節 改革の基本的な考え方」の中に
おいて,
この趣旨にしたがって,個 人し尊厳を重んじ,個 性豊かな文化の創造を目指す教育を現実の
教育の営みの中で実現することを願い,ま た,伝 統文化を継承し,日 本人 として,自 覚に立っ
て国際社会に貢献 し得る国民の育成を図ることを目標 とし,こ の目標に向けて,教 育の現状を
ふまえ,時 代の進展に対応 し得 る教育の改革を推進するための基本的な考え方をしている。
なかでも 「個性重視の原則」は,今 次教育改革において最 も重視されなければならないもの
とし,他 のすべてに通 じる基本的な原則 としたのである。
2)
このことに関しては,既 に1960年 代(昭 和35年～)教 育評価に関して 「個性を伸ばす教育」
を重視す るようになり,全 人教育に対する反省がが行われ,こ れにともない 「個性を伸ばす指
導」一人格形成一の展開が重視され,算 数科の指導においても目標達成のため,こ のことを日
々の実践を通 して考慮すべきかが課題 として取 りあげ られることになったのである。そして,
この課題追究の基本的な考え方 として,次 の2つ が,学 習形態の問題として学習方法の問題 と
のかかわ りにおいて研究が進められるようになった。
3)
その1つ は,主 体性をもたせる指導(生 体学習)グ ループ学習 ・自主協同学習等を含む。こ
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他の1つ は,一 能力差を考えた指導一(一 人ひとりを生かす指導)
これには,能 力別学級編成か ら,集 団の中の個別学習形態,プ ログラム学習形態まで幅広い








学習の個別化を 目指す授業の改善 教育開発研究所 「学習指導研修」'87,'86,'87
個の確立をめざす学習過程の探究 大 日本図書株式会社 「算数数学の研究」'87
等である。
この稿においては,「 授業の質的改善」の道を探究をめざし,「 授業分析か ら授業設計」に





業の科学化を目指 し,児 童一人ひとりに 「わかる授業の創造」するため,子 どもの発達段階に
応 じた教材配列や教材の精選を図 り,も って,教 材を構造化することにより,そ の構造から指
導内容を質的に精選し,授 業設計に必要 とする諸内容について考察し,「 教材の構造 と授業設









の3つ の観点から,従 来の授業改善を目指 し,「 授業の質的改善の基本的条件」の重要な1つ
として,「 授業設計」について,こ の条件を満たすために,「 教材をどのように解釈し,そ れ
を構造化するか」を課題に考察し,そ こで,「 教材解釈とその系続の把握」の問題について解
決に必要と考えられる諸内容を求めることに努めた。
その1つ の方法 と考えらる 「教材解釈 とその系統」の把握を,3年 生 「除法」の単元を素材
に考察した。
この前段としての考察して得たものは 「授業の質的改善を図る」前提条件 として 「教材解釈
とその系統」を把握であ り,さ らにそれを構造化のために必要と考えられる条件について考察
した。その申で得たものは,初 めて描いた 「授業一学習を1つ のシステム」 としてしらえるこ
とが,こ の研究課題である 「教材の溝造」 と 厂授業設計」との結合することの必要性が考>xら
れてくる。
この研究で描 く 「教材の構造 と授業設計」の問題は,今 日的課題であり,こ の課題解決によ
って,そ こで得 られるものは何であろうか。
今回の臨時教育審議会が 「基育改革の基本方向」を出すにあたって,「 教育の現状」を分析
し,そ こか ら21世紀に向けての教育の基本的な在 り方が答申されたのである。
そこには,「 個性重視の原則」を中核 として,「 基礎 ・基本の重視」 「創造性 ・考える力 ・
表現力の育成」を目指 し,こ の実現によって,「 教育環境の人間化」 「国際化への対応」が可
能になると考>xる 。この稿では,「 図形」教材を考察の対象としながら,描 いた課題の解明に
努め,も って,「 授業の質的改善」を図 りたいと考えるものである。
皿 図形教材の特性を支える数学的基礎
5)
ここで考察の対象 とする第1学 年の学習内容である図形C,(1),ア,イ,ウ 「かたち」は,
図形の基礎概念を形成する 「図形の観察科学」として学習を進める段階であり,図 形の実験科
学,さ らに図形の理論科学への基礎を身につけさせる 「具体か ら抽象へ」の基礎を培 う過程を
歩む重要な時期であるとい うことができよう。
この時期における根底には,次 のような思考様式が存在するのである。
すなわち 「科学における思考の対象は,個 々の具体物そのものではなく,そ れらの物の特色
を表象する理想像を描き,現 実の中に理想像を認め,理 想像の背後に現実の物を密接 させる」
これが科学的思考の特色 といわれるものである。




そ こで,こ の時期における子どもの発達的特色の理解に立って,論 理的な分類の方法による
指導ではなく,学 習の場においては,具 体的な事物の観察や構成,造 形などの操作を通して,
図形の基礎的な概念が身につくように配慮 した指導がのぞまれる。
第1学 年における内容の扱いにおいて,「 図形や空間の概念形成」の基礎 として,図 形や空
間の概念形成のための準備段階においては,子 どもたちは就学以前から,も のの形や大きさ,
位置などについていろいろな経験をしてきている。そこでこれらの経験を生かしなが ら,既 習










図形学習 と素材とのかかわ りは,学 習指導の成否を決定す るといっても過言ではない。この
ことについては,従 来から研究 され実践に寄与されてきてはいるが,や やもすると教科書にこ
の素材が用いられているからといった安易な考}xの もとで比判す ることなく,そ のまま用いら
れていることが多いのではないか と考える。 日々の学習指導において,学 習指導の失敗をたん
に指導技術だけの反省にとどめ,素 材そのものが適切であったかどうかを吟味し,そ の改善に
努めることがなかったというべきであろう。
そ こで,こ の学習で,特 に低学年における学習においては,ど のような素材を,ど のように
配列すればよいのかについて十分の研究がのぞまれ る。
次に,図 形学習を進めるう>iC.で欠 くことのできないと考}xら れる点について提言したい。
○ 子どもたち自らが図形の性質に関心をもたせるために 一T一
学習 の主体は,子 ども一人ひとりである。したがって,何 よりも大切なことは,子 どもたち
一人ひとりが学習すべき内容を意識 し,自 らが図形の性質に着 目して効果的な学習を行なうか
である。そのためには,学 習過程をどのように構築するかが極めて大切なことになる。
○ 子どもたちの図形概念理解の順序 一2一
子どもたち一人ひとりを理解 しないでは,正 しい学習方法を生み出すことはできない。子 ど
もたちは,図 形の概念を,さ らに性質をどのような順序によって理解していくのであろうか。
そのためには,子 どもの認識過程を的確にとらえ,そ れに適合する指導方法を確立す ることが
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一①一 犬bさ る ・きじの順序に,そ れ らの顔を描いた 四角な札を 並べて見せ,「 仲よしの
犬 ・さる ・きじ」の3び きがせまい1本 道を代わり番に先になった り,後 になった りして歩
いています。今,犬 がいちばん前で,次 がさる,い ちばん後がきじです。このほかにどんな
並び方があるでしようか。
この札でいろいろ並べてごらんといって,一 組の札(犬 ・さる ・きじ)を 渡す。
(札は並べたままにしてお く)
このように して,子 どもが何通りの並べ方をするかを調べる。もし,「 同じ順序のものが2
回できたときは,同 じものがあります」と注意を与える。
一②一 「金太郎 ・くま ・しか」の順序に
,そ れらの顔を描いた丸い札を並べて見せ,「 金太
郎 ・くま ・しかとが,す もうをとることにな りました。だれ とだれが とった らよいでしよう
か」とたずね,子 どもの答えた組み合わせを札で並べておいてや り,「 まだあ りませんか」
とよく考えさせて,で きあがった組み合わせについて調べ る。
一③一 子どもにおは じきを3つ か
,4つ を持たせ,「 お母さんはあなたよりたくさん持って
います。お父さんあなたより少 く持 っています。さあ,何 れがいちばん多いでしようか」 と







果は,百 分率80%と なり,き わめて良好である。しか しこの推理過程と観察す ると,3つ の





順列および組み合せについて調査結果は,表 のとおりである。 この結果によれぽ,ふ つ う
相当に困難とされる順序及び組み合わせについても,入 学前 ごろになれば,大 多数が行動的
には,こ れを把握し得るようになることが理解できる。
不能 1 2 3 4 5
順 列 8 4 15 17 7 49




このような傾向から考えて,む しろ,個 人差によって 数値を解釈した方がよいと考えられ
る。





○ 図形概念性質を確かなものとし理解 させ,そ れを持続保持のために,-3一
学習指導がたんにその場かぎりのものであっては意味がな く,わ れわれの指導は永続性をも
つものでなければならないと考える。




中学校になれば,抽 象的な三角形や 四角形の性質を 理解させることは容易であるが,小 学
校,特 に低学年では,具 体物な事物の形とか,材 料を用いて,そ れを子どもたちに提示しなが
ら,そ の性質をとらえさせるためからである。
そして,同 じ三角形の指導をするにしても,お はじき,色 棒,色 板,豆 細工,三 角旗,音 楽
で用いるトライアングル と,い ろいろなものが考えられる。
ところが,具 体的な素材には,そ れぞれ独自の属性によって,図 形のある性質が強 く浮きぽ
りにされる面もあれぽ,こ れとは逆に,あ る性質は表面に現われないで,か>xっ てその影を う
すめる場合もある。 おはじきを使用すれば,図 形の頂点が 浮きぽ りにされ,色 棒を使用すれ
ば,図 形の辺の数とか,長 さの関係が強調され るのが,そ れである。
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したがって,小 学校の図形指導においては,指 導のねらいと素材 との関係を十分吟味するこ
とが必要である。
この考え方を,「 色板」を例をしなが ら考察を深めることにしたい。
色板を用いて構成されると考>xら れる形には,正 三角形,直 角三角玖 直角二等辺三角形な
どがあるが,こ のいずれかがぴったりと合 うかは,一 様にはいえないと考>xる 。
しか し,色 板が正三角形の場合は,構 成され
る基本図形が,ひ し形,平 行四辺形,台 形,正
三角形,正 六角形,不 等辺直角三角形の場は,、
長方形,平 行四辺形,台 形,ひ し形,二 等辺三
角形,直 角二等辺三角形の場合は,正 方形,長
方形,平 行四辺形,台 形,直 角二等辺三角形で
ある。
この3種 の色板 と学習指導要領に示す基準内


























㊤ 正方形の4つ の角は等しく,み な直角である。
⑳ 正方形の4つ の長さは,み な等 しい。















たが,こ こで,従 来の図形学習 と素材の選択に注目しながら,素 材のもつ性格と図形指導につ
いて考えてみたい。
2年 生の図形学習においては,「 展開図をもとにして形を考えた り,ま 上,ま 横からゆた形
を考>xさ せる」 ことを通して,漸 次,平 面図形と立体図形との相違や関係に着 目させることが
指導の1の ね らいとして示されている。(第2学 年,図 形C,(1),ア ・イ ・ウ ・エ)
このような学習のね らいを達成するためには,ど のような素材を用いることが適切であろう
かo
従来の素材の取 りあげ方を反省してみると,た んに 「形あつめ」とか,「 形 しらべ」 といっ
たように,制 限もないままに,い ろいるな物を集めさせ,そ れらをま上やま横から観察させ,
箱の展開図を書かせるといった場面が多かったように考える。
このような素材の取りあげ方では,そ の大きさや形があまりにも広 く,学 習の統制や焦点化
が困難にな り,こ れでは,素 材の取 りあげ方があまりにも無計画,無 統制であるということが
できよう。
これを,例 えば 「けしようびんの箱」 とい うことに限定 してみた らどうだろうか。 「けしよ
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人 文 學 論 集
うび ん の 箱」 には,右 の よ うな形 の ものが あ り,
大 き く分 類 してみ る と,3つ の種 類 が あ る。
背 の低 い箱,背 の高 い箱 が あ り,背 の 低 い 箱
は,底 の 形 が 正 方 形 の もの,背 の 高 い 箱 の 中 に
は,長 方 形 の もの が あ る。 この よ うに み る と,
それぞれの箱には,箱 の機能と形態の間に深い関係があるもの と考える。
したがって 「けしようびんの箱」を分類する場合,1機 能的な分類と形態的な分類とが一致 し
て学習に用いるのにきわめて都合がよいといえる0底 の形がま四角な箱では,側 面の形がみな
同じであること,底 の形が長四角な箱では,側 の形が1つ 置きに同じになっているとい う性質
も,こ の機能的な分類に助けられて,一 層理解を容易なものにすると考えられるからである。




るが,次 に示 した6つ の四角形は,そ
れぞれが特殊な形であって,そ のいず
れも四角形一般を示すものではない。
すなわち,四 角形一般 とは,こ れら
の形に共通な性質 「頂点が4つ あるこ

















1年 生の研究授業を参観 した とき,「 かたち」という題材の指導で,正 方形の色紙から長方
形の短冊を作る指導の場面を見ることがある。 矍
学習に導入する場合 「かたち」とい う題名を,子 どもたちの生活にかかわ りをもつと考えら
れる 「たなぼた」に置き換え,そ れに合 う場面を設定する。そのう>xで,教 師は,七 夕まっり





と,子 ど もた ち は答 え,学 習 は,次 の よ うに発 展 した 。
T,「 そ う,ま 四 角 です ね 。そ れ で は,こ の色 紙 を2つ に折 りま し よ う」
T,「 か どを か ど>x,き ち ん と合 わ せ て 折 りま し よ う」
T,「 どん な形 が,で き ま した か 」
C,「 長 四 角 です 」
T,「 そ う長 四 角 です ね 。で は,ま た そ の 半分 に 折 りま し よ う」
T,「 どん な形 が で き ま した か 」
C,「 長 四 角 が で き ま した 」
学習の流れは見た目では,い ともスムーズに展開されていった。
しかし,こ のことは必ず しも学習指導の成果を意味するものではな く,む しろ,こ の授業に
は致命的欠陥をもつといえるのである。
その要因は,次 のようなところにあると考えられる。
すなわち,子 どもたちは,1つ1つ の作業が,ど のような目的をもっているのか,た なばた
の何を作るのか,そ の自覚をもっての作業でないということである。ただ,教 師の与えた指示
にしたがった作業であって,1つ1つ の問いに答えていただけであ り,知 らず知らずの問にで





なお,1年 生 という学年の特質から考え,目 的意識をもたせるためには,「 ま四角な形 と長
四角な形について勉強 しましよう」といっても,具 体的に何をするものか理解できないであろ
うし,ま た,興 味も,関 心ももたないことになる。
例えば,図 のような,1枚 の色紙と,4枚 の短冊をみせ,「1枚 の色紙から,こ のような短
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質」に着目させ,そ れを自覚させるためには,こ のように,ま ず 目的意識を明らかに し,次 に
問題意識をもたせるように仕向けるような学習過程の設計がのぞまれるのである。
この ことを前提 としなが ら,問 題意識をもたせるには,な によりもまず,教 材の適度,抵 考
慮することが考えられる。ここに,こ の研究で描く,「 教材の構造を授業設計」の課題解明の
カギが潜むと考>xる 。
この 「教材の構造の問題と授業設計」の問題を考える場合に欠 くのできない要素 として重要
視するものとして次の内容がある。
○ 子どもたちは,図 形の性質をどのようにして理解するのだろうか。
この問題解決に必要 とする観点は,次 に3つ が考.xら れる。
(1)子 どもたちは,最 初生き生きとした全体的な直観によって,図 形の性質をとらえる。




し,そ れを積極的に学習活動の中に,ど のようにしてとり入れるか,そ して操作的方法をたん
に実際的操作的操作だけにこだわることな く,念 頭による操作を含め,そ の場の設定を考慮す
べきであろう。なお,注 意 したい事柄の中で,図 形の性質を教師が注入的に説明にとどまるこ





この領域においては,図 形や空間概念を育成することを主なる目標 とするが,小 学校指導書
算数編によれぽ,図 形指導のね らいが,大 きさ,形,位 置の3つ の観点か ら述べられている。
その内容の要点は,次 のようである。
「大きさ」の観点からは,「 いろいろな図形(平 面図形,立 体図形)が い くつかの基本的な





おして,幾 何学的な構成に着させる」ことが図形指導のね らいとして大切であるとし,そ のよ
うな考察を通してて幾何的な美しさについても目を向けさせることにも留意する必要がある。
「位置」の観点からは,f平 面や空間」にある物の位置を表現することが1つ のね らいとな
っているが,合 図な2つ の図形の相対的な位置などのようにいい表すか,一 ずらす,ま わす,
うらがえす一といったことや直線や平面についての位置関係一平行 ・垂直一などを知ることも
大切なね らいになるとしている。
これ ら3つ の観点から把握した内容を指導するにあたっては,図 形の性質が平面や空間と密
接な関係をもっていることに十分注意する必要がある。
そして,そ れ らのねらいを達成する方法 として,子 ども自身の感覚にうつたえなが らの操作
的な活動に重点を置 くことが大切であると考える。
以上の内容を子どもたちの感覚に うったえた操作,あ るいは実証的方法をとおして,基 本的
な図形の性質を体得することが,こ の領域のもつ重要なね らい と考えるべきであろ う。
さて,こ のような図形指導のね らいをどのように実践していくかが課題となる。
そ こで,「 図形の系統をつくる手順」 とい う観点から,こ の課題を追究 してみたい。
この手順(手 がか り)を 得るための前提 となると考えられるものは,図 形学習の段階 といわ
れる3つ である。それは 「収集 ・観察の段階」 「実験の段階」 「理論化の段階」である。
これらの各段階における観察といい,実 験 といっても,図 形のどのような事柄を,ど のよう
に観察した り,実 験 した りするなどを明らかにする必要がある。
これらの点を手がか りに しなが ら,図 形の系統把握について考えてみると,次 のような条件
が必要であると思われる。
一般に ,図 形を構成 している要素 として,点 と線 と面があげられ,特 に最も基本的な要素と
するものは,点 と直線 と面であり,い わゆる図形の基本的要素 といわれるものである。




③ 直線や平面などの位置関係(平 行 ・垂直)
の3つ である。
それでは,こ の3つ の内容を学習活動の中にどのように位置づけるべきであろうか。
①の場合には,「 四角形の頂点は4つ,角 も4つ 」 といった内容のものであ り,ほ とんど観
察の段階で終ることになる。 しか し,n角 の対角線の数を 問題にするような場合には 必然的
に,実 験,さ らに理論づけの段階にまで進むことになると考えられる。
もっとも,① の場合のほとんどは,見 ただけで理解できる内容であり,こ のことを基にした
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図形の系統を考える必要はなく,ど うしても,② の場合と③の場合とに注 目した系統を作成す
ることになると考える。




6年 生の 「図形の拡大と縮少」で扱 う相似は,合 同と平行とのを組み合わせてできる関係に
ある。








その主軸(根 幹)を なすと考えられるのが,「 合同と平行」と図形の系統 との関係であると
考えられる。










①は,対 称な図形であり,② は,点 対称の図形である。①の場合は,合 同に関する主要な性
質を集約 している図形 として重要な意味をもつものであ り,こ れに対 して,② の場合は,平 行
四辺形であり,平 行に関する主要な性質のほとんどすべてを集約 している図形とみることがで
きよう。
さて,こ のように考察を進めてくることによって,合 同な2つ の三角形を並べてできる四角
形が,合 同と平行に関するほとんどすべての性質を集約して含んでいることになると考える。








イ 直角(不 等辺)三 角形のとき
ウ ー一般の三角形のとき
の3つ の段階を考えることによって,お のずとそこに子 どもの発達段階に即した図形指導の系
統が構成されて くるものと考える。
この考察の中で,「 幾何的な美 しさについても目を向けさせる」 ことと関連して,こ の系統
は,操 作や作業を通して教材を系統的に構成されることに妙味があることに注 目していきたい
と考える。
1年 生,図 形教材 「かたち」の単元をこの研究内容の確認の意味から考察の素材 として取 り
8)





(3)具 体的な操作を通 して,図 形や空間についての理解の基礎どなる経験を豊かにする。
C図 形
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(1)も のの形についての観察や構成などの操作を通 して,図 形や空間についての理解の基
礎 となる経験を豊かにする。
ア ものの形を認めた り,形 の特徴を とらえた りすること。
イ いろいろな形を構成したり分解 した りすること。
ウ 図形を考察するときに用いる操作などに漸次着目すること。















1年 生 か た ち(2)


















① 直角二等辺三角形の色板によるものの概形の構成を通 して,図 形に親 しみ,図 形の性
質を理解するための素地を養 う。
② 直角二等辺三角形の色板の移動による変形を通 して,図 形移動の基本を経験させる。
11)
4指 導内容と基本的事項
この単元においては,直 角二等辺三角形の色板を使って形を溝成 したり,変 形 した りするこ













われわれの基本図形の概念は,実 在するものの形か ら抽象 したものであり,そ れ以外の
どこからももってきたものでないとい うことである。
② 基本図形の認知 と搆成
基本図形を天下 り的に押 しつける形で教えるのではなく,も のの形の中に認めさせるこ
とが大切であることは,先 に考えてきた通 りである。
そ して,そ の基本図形を直角二等辺三角形の色板で構成させながら,そ れ らの図形の基
本的な性質を理解するための経験を得させることになる。
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アの変形は,平 行移動,イ の変形は,回 転移動,ウ の変形は,対 称移動である。
この扱いに際 しては,子 どもたちには,ど の色が,ど のように動いたかを しつか りと見通し
を立てさせてか ら,操 作させる。
5指 導 計 画
(1)「 か た ちづ く り」、










目標 直角二等辺三角形の色板をずらしたりジまわ した り,
させ移動の基本を経験させる。
うらがえした りして形を変形
学 習 活 動 留 意 点
1
ccとまぶ ね"か ら変 形 さ壷 て
,
を くふ うす る 。
ceほかけぶね"を 作 り
,図 形移動の基本操作





・ceと まぶ ね"とctほ か け ふ ね"で あ る こ
とを 話 し合 う。
② 左 のccと まぶ ね"を 右 の よ うなccと まぶ
ね"の 形 に か え る。
善 善
ctと ま ぶ ね"c.cほ か け ぶ ね"の 説 明 を す る
。
・まず,念 頭操作によることが 大 切 で あ
る。頭の中で,色 板をどのように動かせ
ば よいかを考>xて から,実 際に操作させ
る。いきな り,具 体物で操作させると,








か え え る。
・念 頭 操 作 で 考 え る。
・実 際 に 操 作 して 確 か
め る。 ↓
④ 右 の 更くほか け ぶ ね を"を,左 の よ らな,
くほか け ぶね"の 形 に 変 え る
。
轟 ↓
・念 頭 操 作 で 考 え る。
・実 際 に 操 作 して 確 め る。
⑤ 各 自で,ccと まぶ ね"を 作 り,次 々 と変
形 してctほ か け ぶ ね"を 作 る。
・ゆ っ く りず ら して形 が か わ る よ うす を 見
させ る よ うにす る 。 圃
・ccず らす"操 作 に比 べ てccま わ す"操 作
は,抵 抗 が 考>xら れ る。実 際 に操 作 す る
場 合,回 転 の 中 心 を 指 で お さ え,ゆ っ く
りまわ して 見 せ る こ とが肝 要 で あ る。
・ccう らが てす"操 作 はccず らす"操 作 や
ctわます"操 作 と比 べ て い
っそ う気 づ き
に くい 。色 板 の色 に着 目させ,う らi」>x
しに な って い る こ とに気 づ か せ,ど の よ
うに,う らが えせ ば よいか を 考 え さ せ
る。





色板を2枚 ずつ左右対称に動か して,形 を変形する。
① 図を見て,何 の形か話 し合 う。




・色 板8枚 でaさ ん か く"を 作 る こ とに 抵
抗 を 感 じ る子 ど も もが い る。そ こで,図
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③ccさ ん か く"か らccま し か く"を 作 る 。
④ 叱陰 ん か く"か らccな が しか く"を 作
る 。
⑤ 再 度ctさ ん か く"を 璽腰 しか く"やccな
が しか く"に 変 形 す る。
を よく見て,色 板を1枚 ずつ並ぺて作 ら
せるo











・回転 の 中心 に着 目させ なが ら
,ま ず,f





む す び と し て
この考察の展開をふ りかえてみると,こ の稿の第一段階としての研究から得た ものは,先 に
も見てきた ごとく,指 導すべき内容の構造化を図ることを意図し,そ れぞれの目標に したがっ
て系統的に分析 しながら把握,そ れに指導の対象 とする子どもの発達段階を考慮 した 「授業の
シスデム化」をどのように構成す るを重要な課題 として求めることができた ものと考える。
そ して,こ の過程を次の手順で求めることであった。教材解釈 ・教材構造の把握,授 業構成
の手順である。
この考察の過程で,最 もこの課題に内在する 「教材解釈」 「教材構成の把握」の2つ が重要
な内容をもつものと考えられるのである。
そこで,こ の稿では,第 一段階の研究内容を十分に検討し,図 形教材を考察の素材 として





この研究によって,こ の課題解決の方向として考えられ るものは 「教材の特性」の分析 とそ
の把握,こ の内容と学習指導 との関連をどのようにするか。
そ こに考えられ るものは,一 人ひとりの子どもの学習の成立の問題 「学習過程」の構成等,
多 くの解決のための要素を把握することができたことがこの研究の成果であったと考える。
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